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Abstract

Thefeedingexperimentsonthescallop,ＣｿMα”s〃06"jswereconductedtodetermineasuitable

dietfbrthelarvae,applicabletomasscultureofthejuvenileinthehatchery・Theexperiments

wererepeatedsixtimes，Exp・Ｉ－ＶＩ，ｄｕｒｉｎｇｔｈｅｓｕｍｍｅｒｏｆｌ９７９ａｎｄｌ９８０ａｔtheFisheriesRe-

searchLaboratoryofKagoshimaUniversity・

Theveligerlarvaewererearedinfiｖｅ５０ノglasstanks，coveredbyblackvinylsheetsineach

experiment・Marinespeciesofyeast，Ｃﾙん花/血ｓｐ.,ａｎｄＣｿiaej0cemssp・ｗｅｒｅculturedinanin-

cubationroom,andcommercialcakedyeastwasstoragedinarefi･igerator,asdietsibrthefeeding

experiments・Ｔｈｅａｎｉｍａｌｓｗｅｒｅｆｉｅｄｏｎｃｃａｄａｙｉｎｔｈeevening・Aspecialcautionwastaken

fbrmaintainingthesamedensityofthedietｉｎＥｘｐ・I-III，ａｎｄｔｈｅｓａｍｅｃｅｌｌｖｏｌｕｍｅｏｆｆｂｏｄ

ｉｎＥｘｐ・IV-VLAerationwassupplied，butrearingwaterwasnotchangedduringtheexperi-
ments・

Higherｇｒｏｗｔｈandsurvivalratesofthelarvaewerｅｆｂｕｎｄｉｎｔｈｅｔａｎｋｓｗｈｉｃｈｗｅｒｅｆｾda

mixturedietofmarinespeciesofｙｅａｓｔａｎｄＣｿｾんγβ"αｓｐ・Ｔｈｅｇｒｏｗｔｈｒａｔｅｉｎｔｈｏｓｅｔａｎｋｓｗａｓ

ｃａlculatedtobe83ﾉα/day;ｗｉｔｈ67.2％survivalontheaverage・Thegrowthrateinthetank

whichwassuppliedamixturedietofculturedmarineCﾙﾉ0〃"αｓｐ・andcommercialcakedyeast

was7､４ﾉu/day,butthesurvivalrateinthistankwasonly41.3％．

まえがき
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味であるうえにホタテガイより色調に富むので，食糧源としてのみならず，装飾品としての

利用価値も見逃すことができない．それゆえ，近年，本種の養殖業への関心が急速に高まり，

人工ふ化生産のみではその種苗供給に不足をきたしている現状である．それを補うために，
一部では天然採苗による種苗の確保が試行されている．

しかし，本種の天然種苗の色調は土褐色を呈し，色彩に欠けるので市場価値が半減するば

かりでなく，天然採苗に依存しているホタテガイやハマチの養殖例をみてもわかるように，

過密養殖によって自滅をまねく恐れが潜在している．つまり，天然種苗の採捕は往々にして

無制限になりがちであり，短年次的には光明を得たとしても，長期的にみるとその技法は，

管野・佐藤（1980）が指摘している技術劣化を意味するものである．

筆者らはかねてより，ヒオウギガイの計画的養殖を提唱し，それに対応し得る種苗生産の

技術開発を目的として種々実験を重ねてきた．前報（平田・他，1978）では，成熟貝の暗所

蓄養が産卵誘発の決め手であることを報告したが，その方法は，紫外線照射法（椎原・武田，

1978b）よりはるかに簡便であり，かつ採卵の確率が85～90％と高いので，本種の採卵技術

はほぼ確立したといえる．しかし，本種苗の大量生産をはかるには，幼生飼育用餌料の探索

や幼生期における着生機構の解明など，まだ多くの問題が残されている．それで本実験は，

前報に続いて大量生産の大きな課題である初期餌料生物について検討を加えることにした．

ヒオウギガイの浮遊幼生期における餌料試験は，すでに難波（1970）や椎原・武田（1978

a）によって報告されているが，それらは，クロレラ，キートセラスおよびモノクリシスな

ど，培養植物プランクトンを主体としたものである．しかし，そのような餌料生物の培養に

は，２０～24°Ｃ程度の比較的低恒温を必要とするので，技術的には勿論のこと，経済的にも

本種の量産化は至難である．それに対して海産酵母の培養は，高温（25～35.C）ほど好条件

であり，光量も必要としないので，その大量培養は植物プランクトンのそれに比べてはるか

に容易である．このようなことから海産酵母類の餌料的利用は古くからおこなわれてきたが，

その大半はクルマエビ幼生（古川，1972）や動物プランクトン（島谷・他，１９６７；川野，

1968；古川・日高，１９７３；HIRATAetall975；平野・他，1979）等の例であり，ヒオウギ

ガイ幼生に対する海産酵母類の餌料価値については，まだ報告されていない．今回，海産酵

母と海産クロレラとを「併用給餌」（Mixturediet)することによってヒオウギガイ幼生の成

長・生残が良好であることがわかったので，ここにその結果を報告する．

本実験は，文部省科学研究費ならびに鹿児島県東町からの受託研究費によるものであり，

関係各位に厚くお礼を申しあげる．

材料および方法

飼育実験は，1979年7～９月と1980年6～８月の２年次にわたり，本水産実験所の飼育実験

室で，のべ６回（実験I～Ⅵ）くり返しおこなった．いずれの場合も，その採卵は，平田・

他（1978）の暗所蓄養法によっておこなった．親貝は，あらかじめ暗所（27"８の全面コン

クリート製貯水槽）で自然海水を注入しながら１週間前後蓄養せしめ，採卵予定日に干出お

よび加温処理を施して，雌雄別に水槽へ移入した．その際，殆んどの供試貝は放卵・受精し，

１母貝当りの放卵数は，およそ，300～500万粒であった．
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卵のふ化は，500Jのパンライト水槽でおこない，ふ化後の浮遊幼生はすみやかに５個（Ａ

～E）の５０ノ入り角型ガラス水槽に１加伽/”の割合で移し入れた．飼育実験期間は，Ｄ

型幼生から付着生活に入るＵｍｂｏ期幼生までの10～14日間とした．その間，各水槽とも通

気は，毎分飼育水量の約0.5％の割合で施し，換水は幼生の流出をさけるためにおこなわな

かった．また，これらの水槽は黒色シートで覆い暗状態に保ちながら槽内における植物プラ

ンクトン等の自生を抑制した．

供試餌料生物は，海産酵母，海産クロレラ，海産キートセラスおよびパン酵母の４種であ

る．用いた植物プランクトン等の培養液組成は，Ｔａｂｌｅｌに示したとおりである．海産酵母

は，川野（1968）やHIRATA（1978）の報告を参考にして，本水産実験所地先で採集したム

ラサキウニの卵巣から分離培養したものである．なお，この酵母は，淡水よりも海水の方が

好繁殖を示すのが特徴である（ＩｏＫｕｅｔａｊ.,1980；MATsuDAeZaﾉ.,1980)．

Species

Marine

Cｿ刷り”"ａ

Marine

Yeast

Marine

Cｿbeα#ocems

Table１．Culturemcdiaofplanktonicdicts．

(A）

Nutrients

(ＮＨ４)2SO4

Ca(H2PO4）

Urea

Clewat-32＊

Concentration

（g/ﾉ）

0.15

0.02

0.015

0.03

Dilution

（､ﾉﾉﾉ）

(B）Organicibrtilizer*＊ 0.1

(A）

(B）

Brownsugar

(ＮＨ４)2SＯ４

ＫＨ２ＰＯ４

Ｎａ２ＳｉＯ８

ＭｎＣｌ２

Ｎａ２－ｌ－ＥＤＴＡ

Ｃｉｔｒｉｃａｃｉｄ

ＮａＮＯ３

30.0

３．０

１．０

50.0

０．５

５．０

１．５

3.0

２

１

Ｋ２ＨＰＯ４ １０．０ １

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●､●●●e①●●●●●●●｡●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●□●●●●●●●●●●●●●

FeSO4 ３．０ １

Chickenfbces

ＫＮＯ８

Ｎａ２ＨＰＯ４

Ｎａ２ＳｉＯ３

Ｃｌｅｗａｔ－３２＊

167.0（Extracts）５

1５０．０

３０．０

１５．０

３０．０

２

１

１

１

＊（Fe,Ｚｎ,Ｍｎ,ＣＯ,Ｍｏ＆Ｂ)＋EDTA
*＊nkKIChemicalCo・Ltd．
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餌料試験区は，′ＥＬｂｌｅ２に示す如く，上記４種類の餌料生物を，それぞれ，１種単独また

は，２～３種の併用給餌によって，Ａ～Ｅ区を設けた．

実験I～Ⅲの給餌量は，餌料生物個体の大きさに関わらず，飼育水中の個体数，つまり

餌料密度を各試験区とも等しくしたが，実験1V～Ⅵのそれは，あらかじめ各餌料生物の平

均個体容積を求め各試験区に等容積の餌料を与えることにした．すなわち，前者では，椎

原・武田（1978a）に基ずいて，実験開始時には，5,000ＣｅﾉZs/”の餌料密度を投餌し，その

後徐々 に増量をはかり，実験最終日の餌料密度は50,000cejZs/”とした．それに対して後者

の給餌量は，餌料生物の大きさの違いを考慮に入れ，各試験区の給餌容積を2.5'721/Ｍａｙか

ら開始し，最終的に18.5加Z/Ｍａｙと，幼生の成長に伴ってその給餌量を増加させた．なお，

いずれの実験も，給餌は毎日１回，夕刻におこなった．

結果および考察

実験Ｉ～ＶIの結果は，その順序に従って，Table2に表示し，さらに，餌料区別による最

終生残率，日間成長率およびＵｍｂｏ期への変態率はTable3にまとめた．また，Fig.１は，

実験Ｉ～ＶＩにおける給餌量，生残率および成長度合をそれぞれ経日的に総括したものである．

Table２．Rearingresultsofscalloplarvaeineachexperiment．

ＶＩ

Ｖ

1Ｖ

111

Metamor-

phosisto
Umboveliger
（％）

Numberoflarvae

Ｇｒｏｗｔｈ

ｒａｔｅ

(ノリ/〃）

Survival

ｒａｔｅ

（％）

２
０
０
０
０
３
２
２
０
０
１
９
４
０
０
２
９
３
３
４
２
８
２
２
９
４

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

０
０
０
５
０
５
６
５
５
０
５
０
８
０
０
弱
刈
緬
舶
氾
糾
糾
舶
刈
偲
師

８
７
５
５
７
３
５
５
６
３
２

Ｅｘｐ．Tanks Foods
Final

(j"伽.）

Ⅱ

５
８
３
７
２
５
０
４
０
７
０
７
３
３
２
２
２
０
４
９
４
３
８
１
７
２

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
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塑
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旧
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踊
帥
肥
亜
胡
印
仰
弱
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Ｃ
Ｄ
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Ｃ
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Ｃ
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０
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０
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９
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９
９
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９
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９
９
３
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９
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１
３
９
９

１
９
５
７
．
５
１
９
１
０
６
８
６
１
８
１
０
０
１
４
１
２
０
０
９
３
５

５
４
３
４
４
５
４
５
５
４
４
４
４
４
５
５
５
５
６
６
６
６
６
５
６
７

ＭＹ＋Ｃｈｌ

ＭＹ＋Ｃｈａ

ＭＹ＋Chl＋Ｃｈａ

Ｃｈｌ＋Ｃｈａ

ＭＹ

ＭＹ＋Ｃｈｌ

Ｃｈｌ

ＭＹ＋Chl＋Ｃｈａ

Ｃｈｌ＋Ｃｈａ

ＭＹ

ＭＹ＋Ｃｈｌ

Ｃｈｌ

ＢＹ＋Ｃｈｌ

ＢＹ

ＭＹ

ＭＹ＋Chl＋Ｃｈａ

ＭＹ＋Ｃｈａ

Ｃｈｌ＋Ｃｈａ

ＭＹ＋Ｃｈｌ

ＭＹ＋Ｃｈａ

Ｃｈｌ＋Ｃｈａ

Ｃｈａ

ＭＹ＋Ｃｈｌ

Ｃｈａ＋ＭＹ

Ｃｈａ＋Ｃｈｌ

Ｃｈａ

Ｉ
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海産酵母の単独給餌区における生残率は，19.7～25.2％にすぎず，また，海産クロレラ単

独給餌区でも22.0～47.7％程度と比較的低い生残率が示された．ところが，これら２種の餌

料をそれぞれ半量ずつ給餌した試験区の生残率は，67.2％にも達した（Table３)．この値は

キートセラスをも添加した３種併用給餌区の70.6％に次ぐ高生残率であり，併用給餌による

餌料効果が顕著に現われた．

このような傾向は，成長の面でも明瞭であった．すなわち，海産酵母やクロレラの単独給

餌区の平均日間成長率は,それぞれ,3.9および5.2Ｍｊａｙと低いのに対し,これら2種併用
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給餌区におけるそれは，８．３１α/ｄａｙと算出された．また，実験最終日におけるＵｍｂｏ期へ

の変態率は，海産酵母と海産クロレラとの併用給餌区で平均71.4％であった．

同じ酵母類でも，海産酵母とパン酵母（市販品）とでは，その給餌効果に大きな差がみら

れた．海産酵母と海産クロレラの併用給餌区における生残率は67.2％であったが，パン酵母

と海産クロレラの併用給餌区でのそれは41.3％にすぎなかった．同様な傾向は，Ｕｍｂｏ期へ

の変態率（28.4％）からもうかがえた．

以上の結果から，海産酵母と海産クロレラはいずれも単独給餌では，その餌料効果は低い

が，それらを併用することによって餌料価値が著しく高まることがわかった．しかし，

Table2に示した如く，実験ＩのＢおよびＤ区や実験１１のＤ区のように，キートセラス

と海産酵母（Cha＋ＭＹ）あるいは，キートセラスとクロレラ（Cha＋Chl）をそれぞれ２種

ずつ併用給餌しても幼生の成長や生残などが劣るので，併用給餌にはｒ種の組合せ」（Com‐

binationsofspecies）が重要な意義を有するものと思われる．従って，このような餌料試験

には，栄養的な面のみならず，餌料生物種間の生態的桔抗作用をも加味されるのではなかろ

うか．

Table３．Theaveragevaluesofsurvialrate(％),growthrateW”)andmetamorphosis

rate(％）toUmboveligerthroughtheallexperiments．

一般に，生物餌料試験には，栄養や噌好性の問題ばかりでなく，１－雑種混合」（Contamina‐

tions）など様々な生態的要素が加わってくるので，その結論づけには多くの反復試験が必要

である（平田・森，１９６７；HIRATAetaい975)．本実験と相前後して，屋内の約５”８のコ

ンクリート水槽内で，海産酵母と海産クロレラとの併用給餌によるヒオウギガイの量産を試

みたところ，飼育水中にティグリオプスや原生動物等が繁殖し，種苗の蕊死をまねくことも

あった．従って，今後は飼育海水の完全漁過による害敵駆除をはかると同時に，培養酵母の

遠心分離等による余剰栄養塩の除去をおこない，本実験結果の実用性について検討を加えた

い．

ＭＹ

Ｃｈｌ

Ｃｈａ

ＢＹ

ＭＹ＋Ｃｈｌ

ＭＹ＋Ｃｈａ

ＢＹ＋Ｃｈｌ

Ｃｈｌ＋Ｃｈａ

ＭＹ＋Chl＋Ｃｈａ

Survivalｒａｔｅ

（％）

Ｇｒｏｗｔｈｒａｔｅ

い/〃）

Metamorphosis
toUmboveliger
（％）

０
５
１
０
４
４
４
９
７

●
●
●
■
●
●
●
●
●

０
３
５
０
刀
乃
肥
約
別

３
６

４
４
３
３
２
８
３
０
６

●
●
●
●
●
●
●
●
●

２
１
０
９
７
５
１
８
０

２
３
６
１
６
５
４
３
７

９
２
１
３
３
５
４
９
４

●
●
●
●
●
●
●
●
●

３
５
６
３
８
６
７
５
８



門脇・中薗・猪奥・加世堂・平田：ヒオウギガイの種苗生産一Ⅱ 215

文 献

古川一郎（1972）：海洋酵母によるクルマエビの種苗生産．養殖，９(9),38-42.

----・日高勝義（1973）：ワムシの大量培養に関する技術的問題点．日本プランクトン学会報，２０，
６１－７１．

平野礼次郎編（1979）：再資源化技術の開発状況調査報告書,発酵母液編，クリーンジャパンセンター．

平田八郎・森保樹（1967）：食用イーストの給餌によるシオミズツポワムシの培養について，栽培漁
業，5,36-40.

---・四宮明彦・門脇秀策・中薗貫幸・加世堂照男（1978）：ヒオウギガイＣＡ敗加ys7zo6伽

（REEvE）の種苗生産について－１暗処理による産卵誘発．鹿大水紀要，27,289-294．

HIRATA,Ｈ､,Y､ＭｏＲＩａｎｄＭ・WATANABE（1975)：Rearingofprawnlarvae,〃7zae"ｓｊ”o城z4sBATE，
fedsoy-cakeparticlesanddiatoms．Ｍαγ・Ｂｊｏﾉ.,２９，９－１３．

－－－－（1978)：Manualformassproductionofmarinezooplankton．Ｒ"t､Ｇ況遡.､meα加Ｃｂ”〃
α伽GWb伽肋γj”α伽花Ｄｅ〃eﾉb〆･Ｐｍ/どａＴﾉiaj､71-77,JICA,ＴＯＫＹＯ・

IoKu,Ｓ､,Ｔ・NAKAzoNo,Ｔ・ＫＡｓＥＤｏａｎｄＳ・KADowAKI（1980)：Rearingexaminationsonthescallop，
Ｃｿﾘﾋz刀Zys〃o6伽,fedamixturedietofmarinespeciesｏｆＣﾉMb”j〃ｓｐ・andyeast．Ｍ'".Ｒeひ.DczZa
FjZどＦ紬.Res.,1,117-126．

管野尚・佐藤重勝（1980）：“ホタテガイの増養殖と利用一増養殖の体系化に向けて''’11-25（恒星社
厚生閣，東京)．

川野隆嗣（1968）：餌料生物としての海洋酵母Ｚ,gひｓａｃｃｈａｍ州ces碗α伽"ｓの大量培養について．水産

増殖，15,59-65．

MATsuDA,Ｍ､,Ｔ・MAKITAandSKADowAKI（1980)：Feedingexaminationsofyeastculturedinsea‐

waterasfOodfbrtherotifer,Ｂｍｃﾉｶわれ"ｓＰ此α＃伽．ＭＩ".Ｒ”､ＤａｍＦ肋１Ｗｂ､Res.,1,150．

難波武雄（1970）：ヒオウギ種苗生産試験．和歌山県水増試事業報告，２，４．

椎原宏・武田年秋（1978a)：ヒオウギガイの種苗生産－１飼育における餌料種類と換水間隔につい
て（1975年の量産試験)．大分県水試調研報，10,59-66．

（1978ｂ）：ヒオウギガイの種苗生産-111977年の量産試験ならびに紫外線照射海●

水による産卵誘発．同上，10,67-72．

島谷周・金沢昭夫・柏田研一（1967）：海洋酵母の利用に関する研究－１海洋酵母によるアルテミア

およびミジンコの飼育．鹿大水紀要，16,34-39.


